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6
月
の
総
会
に
お
い
て

会
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た

高
20
回
の
伊
藤
俊
一
で

す
。
平
成
16
年
よ
り
同
窓

会
に
関
わ
り
以
来
19
年
、

そ
ろ
そ
ろ
潮
時
と
思
っ
て

い
た
と
こ
ろ
、
器
で
も
な

い
会
長
職
を
引
き
受
け
る

羽
目
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
お
引
き

受
け
し
た
以
上
は
卒
業
生

が
3
万
１
４
０
０
人
を
超

え
る
伝
統
あ
る
同
窓
会
を

報
告
と
会
計
報
告
、
令
和

5
年
度
事
業
計
画
案
と
予

算
案
を
審
議
し
、
い
ず
れ

も
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

任
期
2
年
満
了
に
伴
う

役
員
改
選
も
あ
り
、
大
田

中
峰
雄
会
長（
高
22
）の
後

任
に
伊
藤
俊
一
さ
ん（
高

20
）を
選
出
。
副
会
長
に

長
沼
万
里
さ
ん（
高
26
）を

新
任
し
、
全
5
人
の
副
会

長
は
女
性
2
人
体
制
に
な

り
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
は
、
長
野
市

に
あ
る
寿
福
山
無
量
院
寛

慶
寺
住
職
の
水
科
善
隆
さ

ん（
高
26
）が「
弥
陀
に
引

か
れ
て
」と
題
し
、
講
演
。

地
域
社
会
へ
貢
献
し
て
い

る
団
体
を
表
彰
す
る
高
松

賞
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
南
信

州
ク
ラ
ブ
に
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し

て
弦
楽
班
の
生
徒
に
よ
る

演
奏
が
行
わ
れ
た
あ
と
、

自
粛
し
て
い
た
懇
親
会
を

4
年
ぶ
り
に
開
催
。
出
席

者
た
ち
は
学
年
の
枠
を
超

え
て
和
や
か
に
歓
談
し
、

最
後
に
来
年
の
総
会
当
番

幹
事
の
高
27
回
生
へ
の
引

き
継
ぎ
式
も
行
い
、
閉
会

し
ま
し
た
。

よ
り
一
層
発
展
さ
せ
る
べ

く
全
力
で
努
め
た
い
と
思

い
ま
す
。
会
員
の
皆
さ
ま

の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
宜

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

昨
年
度
ま
で
は
、
7
つ

の
委
員
会
で
同
窓
会
活
動

が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た

が
、今
年
度
か
ら
は
総
務
・

財
務
・
会
報
編
集
・
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
運
営
・
文
化
交

流
の
5
つ
の
委
員
会
組
織

で
運
営
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
委
員
長
も
3
人
交

代
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

コ
ロ
ナ
禍
で
支
部
活
動
も

停
滞
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

お
り
ま
し
た
が
、
よ
う
や

く
今
年
度
よ
り
各
支
部
総

会
も
従
前
の
活
発
な
姿
に

戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
同

窓
会
の
目
的
で
あ
る
会
員

相
互
の
親
睦
が
図
ら
れ
、

母
校
へ
の
支
援
、
地
域
へ

の
貢
献
活
動
が
積
極
的
に

行
わ
れ
る
よ
う
同
窓
会
と

し
て
も
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

近
い
将
来
、
会
員
の
男

女
比
率
は
半
々
に
近
づ
き

ま
す
。
老
若
男
女
の
会
員

が
気
楽
に
参
加
で
き
る
、

会
員
の
寄
り
処
と
な
れ
る

同
窓
会
を
目
指
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
会
費
納
付
率

の
ア
ッ
プ
も
大
き
な
課
題

で
す
。
会
員
の
皆
さ
ん
が

同
窓
会
に
関
心
を
持
っ
て

頂
く
こ
と
が
肝
心
と
思
っ

て
い
ま
す
。
会
員
一
人
ひ

と
り
の
輪
が
同
窓
会
の
活

性
化
に
繫
が
る
こ
と
を
ご

理
解
頂
き
、
重
ね
て
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

先
の
総
会

で
、「
紙
媒
体
の

同
窓
会
報
は
必

要
な
い
の
で

は
」と
の
ご
意
見
が
あ
っ

た
と
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。

新
委
員
長
と
し
て
、考
え

を
記
し
ま
す
▼
会
員
は
、

10
代
か
ら
１
０
０
歳
を
超

え
る
大
先
輩
ま
で
お
ら
れ

ま
す
。価
値
観
や
情
報
へ

の
向
き
合
い
方
も
多
様

で
、全
会
員
へ
の
正
解
を

求
め
る
こ
と
は
、今
後
も

難
し
い
で
し
ょ
う
。
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
を
鑑
み
れ
ば
、

紙
媒
体
不
要
も
ご
も
っ
と

も
で
す
▼
た
だ
事
務
局
に

寄
せ
ら
れ
る
感
想
を
拝
見

す
る
と
、会
報
を
楽
し
み

に
し
て
お
ら
れ
る
方
が
全

国
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
の

も
事
実
で
す
。
そ
の
方
に

と
っ
て
の
会
報
は
、現
段

階
で
は
紙
で
あ
っ
て
ほ
し

い
は
ず
で
す
▼
一
方
、高

30
回
後
半
以
降
の
皆
さ
ん

に
、同
窓
会
を
自
分
事
と

感
じ
て
も
ら
え
る
コ
ン
テ

ン
ツ
と
発
信
手
段
の
再
考

は
、喫
緊
の
課
題
だ
と
思

い
ま
す
▼
と
は
い
え
、同

窓
会
報
は
大
い
な
る「
お

か
え
り
な
さ
い
」で
あ
り

「
エ
ー
ル
」で
す
。読
ん
だ

ら
ア
ン
バ
タ
が
食
べ
た
く

な
っ
た
、彼
女
を
思
い
出

し
た
、飯
沼
諏
訪
神
社
の

階
段
を
登
り
た
く
な
っ

た
。
そ
ん
な
紙
面
を
目
指

す
編
集
に
、真
摯
に
楽
し

く
取
り
組
む
こ
と
に
変
わ

り
あ
り
ま
せ
ん
。 （
公
美
）

同
窓
会
に
関
心
を
も
っ
て

伊
藤
　
俊
一
（
高
20
）

同
窓
会
長

　

令
和
5
年
度
の
定
期
総

会
は
6
月
10
日
、
飯
田
市

の
シ
ル
ク
ホ
テ
ル
で
、
コ

ロ
ナ
禍
の
た
め
引
き
続
き

規
模
を
縮
小
し
、
１
１
４

人
の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
総
会
を
企
画
運
営

す
る
当
番
幹
事
は
高
26
回

生
の
皆
さ
ん（
外
松
秀
康

実
行
委
員
長
）が
務
め
ま

し
た
。

　

校
歌
斉
唱
や
物
故
者
追

悼
な
ど
の
開
会
行
事
に
続

い
て
、
令
和
4
年
度
事
業

　2023 年 4 月〜 6 月、山形県酒田市にある松山文化伝承館にて個展をさせていただい
た際に、松山藩の大手門と甲冑をパフォーマンスで書いた作品です。江戸の天下泰平の
世に作られたので、甲冑には刀傷などがありません。それは素晴らしいことだと思います。
　パフォーマンスは、書道や作品に興味を持っていただく入り口として親しみやすいと
思いますが、今後は、その先にある作品自体も「見たい」と思っていただけるよう、精
進していく所存です。

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

２
０
２
３
年
4
月
23
日

羽
州
松
山
藩
・
松
山
城
大
手
門
前

で
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

「 泰　 平 」〔イラスト書道〕 和全 　土屋 和泉（高 56）

令和５年度の事業計画などを審議した定期総会

令和５年度定期総会
高 26 回生の皆さんが企画運営

役員改選で新会長に伊藤俊一さん
4 年ぶりに懇親会も開催

第１回　文化交流イベントのご案内
〜ピアノとサックスのコラボコンサート〜

☆問い合わせ先　同窓会事務局 TEL0265-23-2650 

開催日：令和 5 年 12 月 10 日㈰
　　　　　　　　13：30 〜 15：30
会　場：飯田短期大学 講堂

飯田市出身。13 歳よりサクソ
フォーンをはじめる。国立音楽
大学音楽学部ソリストコース卒。

豊丘村出身。国立音楽大学音楽
学部器楽ピアノ専攻卒。ピアノ
ソロ、室内楽、ピアノ教育法に
おいて、ディプロマを取得。

日下部かおりさん（高35）

西浦　　颯さん（高71）

〈連絡案内〉
※受付開始 13時から（講堂前）
※入場無料、どなたも入場できます。
　お誘い合わせてご来場ください。

〈出演者プロフィール〉
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代
表
・
高
28
）に
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

　

平
成
19
年
に
設
立
さ
れ

た
同
ク
ラ
ブ
は
、
ラ
グ

ビ
ー
を
中
心
と
し
た
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
に
よ
り
南

信
州
伊
那
谷
を
世
界
に
誇

れ
る
ス
ポ
ー
ツ
の
シ
リ
コ

ン
バ
レ
ー
と
す
る「
南
信

　

11
回
目

を
迎
え
た

今
年
度
の

高
松
賞
は

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
南
信

州
ク
ラ
ブ」

（
小
澤
健

州
ス
ポ
ー
ツ
バ
レ
ー
構

想
」を
理
念
と
し
て
い
ま

す
。
飯
田
高
校
ラ
グ
ビ
ー

班
の
花
園
出
場
に
も
繫
が

る
各
ラ
グ
ビ
ー
ス
ク
ー
ル

の
運
営
の
他
、
市
民
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
様
々

な
事
業
を
展
開
さ
れ
、
今

学

年

だ

よ

り

学

年

だ

よ

り

　

4
月
16
日
、

ビ
ー
ラ
ク
ス
松

川
に
て
、
高
22

回
生
の
卒
業
50

周
年
記
念
祝
賀

会
が
１
２
０
名

の
参
加
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
で
、
当
初

予
定
よ
り
3
年
遅
れ
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ

の
間
、
再
度
の
延
期
と
い

う
事
態
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
同
期
生
の
ご
協
力
に

よ
り
、
節
目
の
記
念
行
事

を
無
事
遂
行
で
き
た
こ
と

感
謝
の
他
あ
り
ま
せ
ん
。

　

記
念
事
業
の
内
、
記
念

誌「
青
春
」は
3
年
前
に
発

行
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
祝

賀
会
の
日
程
に
あ
わ
せ

て
、
記
念
の
同
期
展
を
開

く
こ
と
が
で
き
た
の
も
誇

り
で
あ
り
喜
び
で
し
た
。

　

私
た
ち
高
34

回
生
は
、「
旧

友
と
語
り
合

い
、
故
郷
の
魅

力
を
再
認
識
す

る
こ
と
で
黄
金

の
60
代
以
降
の

人
生
を
歩
む
元

気
の
源
と
す

る
」こ
と
を
目

的
に
、
8
月
12

日
に「
還
暦
の

支

部

か

ら

の

発

信

　

阿
南
支
部
は
総
会
と
親

睦
ゴ
ル
フ
を
行
い
な
が
ら

会
員
相
互
の
親
睦
を
図
っ

て
い
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ

感
染
症
の
影
響
で
4
年
ぶ

り
に
7
月
15
日
総
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
会
員
高
齢

化
と
総
会
参
加
者
の
減
少

等
で
寂
し
い
現
状
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

当
支
部
の
地
元
で
あ
る

阿
南
町
の
う
れ
し
い
明
る

い
話
題
を
紹
介
し
ま
す
。

　

当
町
は
民
俗
芸
能
の
宝

庫
で
国
指
定
重
要
無
形
民

俗
文
化
財
が
3
件
あ
り
ま

す
。そ
の
う
ち
の
2
件「
和

合
の
念
仏
踊
」
と「
新
野

の
盆
踊
」が「
風
流
踊
」の

一
つ
と
し
て
国
連
教
育
科

学
文
化
機
関（
ユ
ネ
ス
コ
）

集
い
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
高
校
正
門
に
集

合
、
清
水
教
頭
ご
案
内
に

よ
る
校
内
見
学
、
結
い
ス

ク
エ
ア
で
の
講
演
会（
観

光
専
門
家
の
高
松
正
人
講

師
よ
り
飯
伊
地
方
の
魅
力

を
ご
講
演
）の
後
、
砂
払

温
泉
に
て
懇
親
会
、
恩
師

4
名
を
含
む
約
１
０
０

名
が
旧
交
を
温
め
ま
し

た（
全
員
で
新
野
の
盆
踊

も
！
）。
会
場
で
募
っ
た

母
校
へ
の
寄
付
金
も
11
万

円
余
に
至
る
な
ど
大
盛
況

で
し
た
。

の
無
形
文
化
遺
産
に
登
録

さ
れ
ま
し
た
。
24
都
府
県

41
件
の
国
指
定
重
要
無
形

民
俗
文
化
財
を
ま
と
め
た

「
風
流
踊
」
は
昨
年
11
月

に
登
録
が
決
定
し
、
7
月

10
日
に
文
部
科
学
省
が
東

京
で
登
録
記
念
式
典
を
開

催
し
認
定
書
の
レ
プ
リ
カ

な
ど
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
和
合
の
念
仏
踊
」
は

8
月
13
〜
16
日
、「
新
野

の
盆
踊
」は
8
月
14
〜
16

日
に
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
年
は
コ
ロ
ナ
感
染

以
来
4
年
ぶ
り
に
通
常
開

催
し
ま
し

た
。
無
形
文

化
遺
産
に
登

録
さ
れ
て
か

ら
は
初
め
て

の
開
催
で
多
く
の
見
物
人

で
賑
や
か
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
ぜ
ひ
訪
れ
て
み
て
く

だ
さ
い
。

中
島　

芳
久（
高
17
）

阿
南
支
部

和
合
の
念
仏
踊

和
合
の
念
仏
踊    

新
野
の
盆
踊

新
野
の
盆
踊

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に

和
合
の
念
仏
踊  

新
野
の
盆
踊

総
委
員
会
研
修
会

総
委
員
会
研
修
会

会
　
長　

伊
藤　

俊
一　

高
20

副
会
長　

松
原　

秀
幸　

高
19

　
　
　
　

長
谷
川
敬
子　

高
22

　
　
　
　

岡
田　

寿
久　

高
23

 

原　
　

正
治　

高
24

 

長
沼　

万
里　

高
26

理
　
事　

宮
川　

知
郎　

高
16

　
　
　
　

佐
々
木
孝
治　

高
17

　
　
　
　

宇
佐
美
庸
子　

高
18

　
　
　
　

高
田　

光
浩　

高
18

　
　
　
　

吉
川　

秋
利　

高
18

　
　
　
　

田
中　

悦
雄　

高
19

　
　
　
　

大
平　

文
人　

高
20

　
　
　
　

西
村　

雅
史　

高
21

　
　
　
　

市
澤　

英
利　

高
22

　
　
　
　

古
田　
　

学　

高
23

　
　
　
　

渡
邉　

嘉
蔵　

高
24

　
　
　
　

大
鹿　

和
完　

高
25

　
　
　
　

大
竹　

玲
子　

高
25

　
　
　
　

北
側　

要
一　

高
26

　
　
　
　

外
松　

秀
康　

高
26

　
　
　
　

松
岡　

典
子　

高
26

　
　
　
　

後
藤　

髙
一　

高
27

　
　
　
　
佐
々
木
公
美
子　

高
37

　
（
学
校
）桐
生　
　

正　

高
33

監
　
事　

橋
本　

良
則　

高
26

　
　
　
　

下
田　

一
則　

高
27

顧
　
問　

萩
本　

博
幸　

中
46

　
　
　
　

中
島　
　

清　

高
8

　
　
　
　

木
下　

俊
佐　

高
10

　
　
　
　

塚
田　

紀
昭　

高
12

　
　
　
　

宮
島　

八
束　

高
15

　
　
　
　

坂
巻　

道
弘　

高
18

　
　
　
　

田
中　

秀
憲　

高
18

　
　
　
　

清
水　

越
郎　

高
21

　
　
　
　

大
田
中
峰
雄　

高
22

　
　
　
　

牧
島　
　

晃　

高
28

　
　
　
　

小
池　
　

清　

高
29

　
　
　
　

斉
藤　

則
章　

高
32

　
　
　
　

佐
藤　
　

健　

高
38

　
　
　
　

早
川　

大
地　

高
52

　
（
校
長
）駒
瀬　
　

隆　

高
33

事
務
局
長 

市
岡　
　

登　

高
22

事
務
局
員 

大
澤　

聖
美　

高
44

同
窓
会
新
役
員
名
簿

同
窓
会
新
役
員
名
簿

　

社
会
貢
献
委
員
会
と
ユ

リ
ノ
キ
会
が
統
合
し
た
委

員
会
で
す
。
同
窓
生
が
活

躍
す
る
諸
団
体
を
「
高
松

賞
」
に
推
薦
、
在
校
生
の

進
路
選
択
の
一
助
と
な
る

オ
ー
プ
ン
講
演
会
の
開

催
、
学
術
・
芸
術
・
芸
能

な
ど
の
文
化
交
流
イ
ベ
ン

ト
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

会
費
納
入
率
が
年
々
減

少
し
同
窓
会
財
政
が
深
刻

に
な
っ
て
き
て
い
る
現
状

を
踏
ま
え
、
機
会
を
と
ら

え
て
の
呼
び
か
け
や
複
数

の
卒
業
年
度
を
選
別
し
た

会
費
納
入
推
進
運
動
な

ど
、
納
入
率
向
上
を
目
指

し
て
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

き
ま
す
。
自
分
の
原
点
を

思
い
起
こ
す“
読
む
”エ
ー

ル
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　

会
報
編
集
委
員
会
は
、

新
し
い
委
員
も
加
わ
り
年

齢
層
が
厚
く
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
分

野
や
情
報
を
持
ち
寄
り
、

紙
面
編
集
に
活
か
し
て
い

い
で
来
ら
れ
た
同
窓
会
役

員
の
一
員
と
な
り
ま
す
こ

と
、
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

近
年
、
生
徒
数
の
減
少

や
維
持
会
費
納
入
率
の
低

迷
に
喘
ぎ
、
こ
れ
ま
で
通

り
の
同
窓
会
運
営
が
厳
し

い
中
、
持
続
可
能
な
同
窓

会
の
あ
り
方
を
、
微
力
で

は
あ
り
ま
す
が
、
皆
様
と

と
も
に
考
え
て
い
き
た
い

と
存
じ
ま
す
。

　

本
年
度
飯
田
高
校
同
窓

会
総
会
に
お
き
ま
し
て
講

演
の
機
会
を
戴
き
有
り
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

私
達
は
自
分
の
将
来
を

夢
見
て
勉
学
に
励
ん
で
参

り
ま
し
た
。
自
分
の
希
望

に
添
っ
た
人
生
を
歩
ま
れ

た
人
と
思
い
も
か
け
な
い

人
生
を
歩
ま
れ
た
人
と
の

二
通
り
の
人
生
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
私
は
後
者
を

歩
ん
で
参
り
ま
し
た
。

　

宗
教
界
と
い
う
全
く
思

い
も
か
け
な
か
っ
た
世
界

に
誰
に
と
い
う
わ
け
で
も

な
く
誘
わ
れ
人
生
を
過
ご

し
て
き
ま
し
た
。
若
い
頃

「
自
分
は
な
ぜ
坊
さ
ん
に

な
っ
た
ん
だ
ろ
う
」
と
よ

く
自
問
し
ま
し
た
。
考
え

れ
ば
考
え
る
ほ
ど
自
分
の

人
生
は
見
え
な
い
力
ま
た

は
人
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
は
寛
慶
寺
の
本
尊

阿
弥
陀
如
来
様
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。
こ
の
世
で
の

使
命
を
私
に
託
さ
れ
そ
れ

が
成
就
す
る
ま
で
は
何
が

あ
っ
て
も
浄
土
に
帰
っ
て

き
て
は
い
け
な
い
と
言
わ

れ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。
私
の
人
生
は
阿
弥
陀

様
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た

人
生
な
ん
で
す
。

水
科　

善
隆
（
高
26
）

講
師　

寿
福
山
無
量
院
寛
慶
寺
住
職

弥
陀
に
引
か
れ
て

定
期
総
会
記
念
講
演
を
終
え
て

第11回「高松賞」第11回「高松賞」

ＮＰＯ法人ＮＰＯ法人
南信州クラブ南信州クラブに贈呈に贈呈

後
の
更
な
る
発
展
が
期
待

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

旧
社
会
貢
献
委
員
長

下
平　
　

薫（
高
19
）

　

今
年
度
か
ら
総
務
・
財

務
・
会
報
編
集
・
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
運
営
・
文
化
交
流

の
5
委
員
会
に
な
っ
て
の

同
窓
会
総
委
員
会
研
修
会

を
、
9
月
23
日
㈯
に
上
郷

公
民
館
に
お
い
て
開
催
し

ま
し
た
。

　

第
22
代
飯
田
市
議
会
議

長
・
湯
沢
啓
次
さ
ん
（
高

22
）
の
「
リ
ニ
ア
＋
＋
こ

ぼ
れ
話
」
の
講
演
は
飯
田

ル
ー
ト
・
駅
決
定
の
背
景

や
経
緯
な
ど
裏
話
を
交
え

て
興
味
深
い
内
容
で
し

た
。
今
後
の
リ
ニ
ア
駅
前

整
備
に
は
同
窓
会
と
の
深

い
つ
な
が
り
が
あ
る
と
の

こ
と
、
世
界
に
誇
れ
る
リ

ニ
ア
飯
田
駅
に
大
き
く
期

待
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

財
務
委
員
長

北
側　

要
一（
高
26
）

新
役
員
ご
挨
拶

長
沼　

万
里（
高
26
）

市
澤　

英
利（
高
22
）

北
側　

要
一（
高
26
）

佐
々
木
公
美
子（
高
37
）

副
会
長

文
化
交
流
委
員
長

財
務
委
員
長

会
報
編
集
委
員
長

よ
ろ
し
く
お
願
い

　
　
　
い
た
し
ま
す

前沢　　元（高 22）

高 22 回生 卒業 50 周年

恩師を囲んで懇親会

3 日間夜を徹して踊る新野の盆踊 太鼓と鉦を打って踊る和合の念仏踊

同期展ギャラリートーク

柳瀬　宏司（高 34）

高 34 回生 還暦の集いを楽しむ

5 年 4月～ 10月
 4. 23 中京
 5. 25 市役所高松会
 7. 1 丸山
 7. 10 羽場
 7. 15 阿南
 7. 22 豊丘
 7. 22 下久堅
 7. 29 竜丘
 8. 26 上郷
 8. 26 伊賀良
 8. 26 松川
 8. 27 高森
 8. 27 喬木
 9. 9 東野
 10. 14 松本
 10. 21 関西

支部総会一覧

大田中前会長より小澤代表（右）へ贈呈

　

諸
先

輩
方
が

営
々
と

引
き
継

恒川官衙遺跡の解説も湯沢さん（左）ならでは

第第
1212
回回
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徒
が
入
場
し
て
の
音
楽

会
、前
夜
祭
で
は
ク
ラ
ス

や
班
活
の
垣
根
を
越
え
て

盛
り
上
が
り
、久
し
ぶ
り

の
一
般
公
開
で
は
約
三
千

人
の
方
が
来
て
く
れ
ま
し

た
。地
域
の
皆
さ
ん
と
楽

し
む
こ
と
が
で
き
、笑
顔

あ
ふ
れ
る
文
化
祭
と
な
り

ま
し
た
。

　

今
年
の
高
松
祭
は
コ
ロ

ナ
禍
を
辛
抱
強
く
我
慢
し

て
き
た
か
ら
こ
そ
、素
晴

ら
し
い
盛
り
上
が
り
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
コ

ロ
ナ
禍
を
過
ご
し
た
僕
た

ち
に
と
っ
て
、高
校
生
活

の
記
憶
に
深
く
刻
ま
れ
る

出
来
事
に
な
り
ま
し
た
。

　

実
行
委
員
長

　
　

3
年　

上
沼　

稜
芽

グ
ッ
ズ
を
増
や
し
、
ア
ー

チ
の
設
置
や
皆
が
楽
し
め

る
企
画
な
ど
、感
染
症
・

熱
中
症
の
対
策
を
考
え
な

が
ら
進
め
ま
し
た
。準
備

期
間
は
短
か
っ
た
で
す

が
、放
課
後
な
ど
を
使
っ

て
仲
間
た
ち
と
熱
心
に
話

し
合
う
姿
が
見
ら
れ
ま
し

た
。

　

そ
し
て
当
日
、全
校
生

　

飯
田
高
校
で
の
制
服
自

由
化
が
実
施
さ
れ
た
の

は
、昭
和
47
年（
１
９
７
２

年
）
７
月
16
日
、髙
松
祭

の
２
日
目
か
ら
で
あ
っ

た
。飯
田
高
校
新
聞
第

１
４
６
号
の
１
面
に
は
、

「
実
施
な
る
制
服
の
“
自

由
化
”」
の
大
見
出
し
の

も
と「
飯
田
高
校
史
の
新

し
い
一
ペ
ー
ジ
」
と
し

て
、制
服
自
由
化
問
題
に

お
け
る
生
徒
会
と
職
員

会
の
交
渉
、制
服
特
別
委

員
会
や
自
由
参
加
の
討
論

会
を
経
て
、全
会
員
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
、最
終

意
向
を
決
定
せ
し
め
た
経

緯
が
集
計
デ
ー
タ
と
と
も

に
記
さ
れ
て
い
る
。新
聞

に
は
15
日
か
ら
実
施
と
あ

る
が
、こ
れ
は
前
夜
祭
で

自
由
化
が
宣
言
さ
れ
た
日

で
あ
る
。

　

こ
の
年
の『
高
松
』
第

25
号
の
特
集「
制
服
自
由

化
を
振
り
返
っ
て
」の
中

で
、国
語
科
田
中
太
七
先

生
が
寄
せ
た
私
感
に「
こ

の
十
年
ほ
ど
の
間
に
生
徒

の
容
儀
、服
装
が
自
由
化

さ
れ
て
来
た
が
、そ
の
順

序
は
こ
う
で
あ
る
。先
ず

校
舎
内
脱
帽
の
運
動
が

起
こ
る
。次
い
で
長
髪
自

由
、次
い
で
制
帽
自
由
、

制
服
自
由
化
と
進
ん

で
来
た
。
〜
中
略
〜 

学
校
か
ら
押
し
つ
け

ら
れ
た
規
則
だ
か

ら
、理
由
な
く
守
る

と
い
う
、批
判
力
の

な
い
自
分
自
身
に
む

け
た
怒
り
が
運
動
の

核
だ
っ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。（
原
文

抜
粋
）」
と
綴
ら
れ

て
い
る
。そ
う
、制
服

自
由
化
に
至
る
ま
で

に
、制
帽
を
は
じ
め
10
年

ほ
ど
に
わ
た
る
議
論
と
自

由
化
の
歩
み
が
、時
代
を

反
映
し
て
幾
重
に
も
刻
ま

れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

と
書
い
て
、高
37
回
の

筆
者
は
遅
れ
ば
せ
な
が
ら

自
由
化
の
解
釈
を
知
っ

た
。そ
れ
は
、制
服
の
自
由

化
と
は
、「
制
服
の
廃
止
」

で
は
な
く「
制
服
着
用
の

自
由
」を
表
す
こ
と
で
あ

る
。そ
ん
な
の
あ
た
り
ま

え
じ
ゃ
な
い
か
！
と
先
輩

方
に
叱
ら
れ
そ
う
だ
が
、

自
由
化
か
ら
10
年
後
に
入

学
し
た
筆
者
に
と
っ
て
、

飯
田
高
校
＝
私
服
で
あ

り
、お
し
ゃ
れ
も
恋
愛
も

班
活
も
も
ち
ろ
ん
勉
強
も

存
分
に
し
て
い
い
！
の

自
由
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
同
窓
会
事
務
局

近
く
で
す
れ
違
う
現
役
生

は
み
な
、
シ
ン
プ
ル
で
清

潔
、動
き
や
す
そ
う
な“
令

和
5
年
の
自
由
”を
見
せ

て
く
れ
て
い
る
。

　
「
我
々
の
自
治
の
最
大

の
効
果
で
あ
る
こ
の
制
服

自
由
化
を
反
動
勢
力
の
圧

力
で
加
え
ら
れ
て
も
永
続

的
に
実
施
さ
せ
る
た
め
に

我
々
は
不
断
の
努
力
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い（
記

事
原
文
）」。制
服
自
由
化

か
ら
半
世
紀
、そ
の
強
い

決
意
に
心
が
改
ま
る
。

（
編
集
委
員
長
・
佐
々
木
）

賑わう一般公開

復活した水撒き

Leslian の 4 人。７月
に開かれた「ショート
ストッパー ファイナ
ル」にて。右から今村
さん、原さん、村澤さん

（飯田風越高校）、細江
さん（伊那北高校）

レリアン

鹿児島県で演奏してきました！

　

第
68
回
高

松
祭
は
、5

類
に
な
る
こ

と
も
あ
り
、

コ
ロ
ナ
禍
前

の
文
化
祭
を

目
指
し
て
準

備
し
ま
し

た
。新
し
い

制
服
自
由
化 

大
論
争

第２回

「
飯
田
高
校
新
聞
」を
た
ど
っ
て

学
園
だ
よ
り

学
園
だ
よ
り

　

合
唱
班
の
3
年
生
は
、

長
野
県
南
信
リ
ー
ダ
ー
ズ

コ
ー
ル
の
一
員
と
し
て
、

「
２
０
２
３
か
ご
し
ま
総

文
」に
参
加
し
て
き
ま
し

た
。本
番
当
日
は「
全
国
か

ら
合
唱
を
愛
す
る
高
校
生

　

競
技
か
る
た
班
は
、
7

月
に「
小
倉
百
人
一
首
競

技
か
る
た
第
45
回
全
国
高

等
学
校
選
手
権
大
会
」、8

月「
第
47
回
全
国
高
等
学

校
総
合
文
化
祭
小
倉
百
人

一
首
か
る
た
部
門
」に
長

野
県
選
抜
チ
ー
ム
と
し
て

4
名
の
選
手
が
参
加
し
ま

し
た
。
選
手
権
大
会
は
ベ

ス
ト
16
、
総
文
祭
は
ベ
ス

ト
8
と
い
う
こ
れ
ま
で
で

一
番
良
い
成
績
を
収
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

私
は
班
長
と
し
て
、
班

活
が
み
ん
な
の
居
心
地
の

良
い
場
所
で
あ
る
よ
う
に

努
め
ま
し
た
。
3
年
生
は

全
員
が
高
校
か
ら
か
る
た

を
始
め
ま
し
た
が
、
全
員

が
か
る
た
を
楽
し
み
、
心

か
ら
好
き
に
な
れ
た
こ
と

が
結
果
的
に
強
さ
に
つ
な

が
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま

た
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
が
何
度
も
練

習
に
参
加
し
て
く
だ
さ

り
、
や
る
気
を
引
き
出
し

て
く
れ
ま
し
た
。
多
く
の

方
に
支
え
ら
れ
て
最
高
の

3
年
間
の
締
め
く
く
り
が

で
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

班
長　

宮
嶋
さ
つ
き

が
集
う
」と
い
う
言
葉
の

意
味
を
肌
で
感
じ
、
と
て

も
刺
激
的
で
、
充
実
し
た

1
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

演
奏
し
た「
ね
が
い
」

「
信
じ
る
」は
、
ど
ち
ら
も

世
界
平
和
へ
の
思
い
が
込

め
ら
れ
た
曲
で
す
。
練
習

の
段
階
か
ら
歌
に
こ
め
る

想
い
を
共
有
し
、
本
番
で

は
そ
れ
ぞ
れ
が
平
和
を
願

う
気
持
ち
で
、
心
を
一
つ

に
演
奏
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
本
番
終
了
後
に

は
、
演
奏
を
聴
い
た
方
か

ら
、「
感
動
し
ま
し
た
」と

い
う
声
を
か
け
て
頂
き
、

私
た
ち
の
演
奏
が
、
聴
い

て
く
だ
さ
る
方
の
心
に
も

響
く
も
の
で
あ
っ
た
こ
と

を
実
感
で
き
、
と
て
も
印

象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

本
番
の
ス
テ
ー
ジ
で
は

今
ま
で
の
努
力
し
て
き
た

も
の
を
す
べ
て
出
し
切
る

こ
と
が
で
き
と
て
も
楽
し

か
っ
た
で
す
。
結
果
発
表

の
時
に
私
達
の
曲
名
が
呼

ば
れ
て
喜
び
と
驚
き
に
包

ま
れ
ま
し
た
。
ダ
ン
ス
を

通
し
て
コ
ツ
コ
ツ
と
毎
日

努
力
を
積
み
重
ね
る
こ
と

や
物
事
に
感
謝
す
る
こ
と

な
ど
人
と
し
て
の
部
分
も

多
く
学
び
ま
し
た
。
今
後

は
ダ
ン
ス
で
学
ん
だ
こ
と

を
活
か
し
て
今
ま
で
沢
山

支
え
て
く
だ
さ
っ
た
方
々

に
恩
返
し
し
た
い
で
す
。

2
年　

今
村　

夏
海

　

私
た
ち
の
作
品
を
世
界

で
評
価
し
て
い
た
だ
き
と

て
も
嬉
し
い
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。
こ
の
経

験
を
通
し
て
、
雨
垂
れ
石

を
穿
つ
と
い
う
よ
う
に
小

さ
な
力
で
も
根
気
強
く
続

け
て
い
れ
ば
大
き
な
成
果

が
得
ら
れ
る
こ
と
を
身
を

も
っ
て
実
感
し
ま
し
た
。

沢
山
の
方
々
の
支
え
と
温

か
い
応
援
に
と
て
も
感
謝

し
て
い
ま
す
。
今
ま
で
応

援
し
て
も
ら
っ
た
分
以
上

に
、
こ
れ
か
ら
は
周
り
の

人
を
応
援
し
て
い
き
た
い

で
す
。2

年　

原　

野
乃
花

　

全
国
の
合
唱
を
愛
す
る

仲
間
と
共
に
演
奏
を
聴
き

合
い
、
一
生
の
思
い
出
に

残
る
大
切
な
時
間
と
な
り

ま
し
た
。

　
　

班
長　

磯
部
可
南
美

合
唱
部
門
に

　
　
出
場
し
て

２
つ
の
全
国
大
会

に
参
加
し
て

合
唱 

班

競
技
か
る
た
班

第 68 回高松祭
～ 百花繚乱 ～ 

青春よ  咲き誇れ！

かるたの聖地近江神宮へ

昭和47年７月22日発行　飯田高校新聞 第146号より

『髙松』第25号より
通称「スラム街部室棟」前を歩く私服生徒

2023
かごしま総文

レリアンレリアン

米
ダ
ン
ス
大
会
で
世
界
の
頂
点
に
！

飯
高
生
２
人
を
含
む
高
校
生
４
人
が

　
　
伝
統
あ
る
世
界
の
ダ
ン
ス
大
会
で
優
勝
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委 

員 

長 

佐
々
木
公
美
子 

高
37

副
委
員
長 

宇
佐
美
庸
子 

高
18

委　
　

員 

北
原　

和
子 

高
16

 

平
沢　

忠
明 

高
17

 

小
林　

敏
雄 

高
18

 

金
澤　

佳
昭 

高
21

 

鈴
木　

桂
子 

高
21

 

新
海
登
美
子 

高
23

 

小
林　

敏
昭 

高
26

 

飯
島　
　

剛 

高
28

 

羽
生　

武
彦 

高
28

 

桐
生　
　

正 

高
33

 

堀
本　

喜
正 

高
43

 

篠
田　

和
久 

高
44

 

北
林　
　

南 

高
51

 

遠
山　

昂
希 

高
62

事 

務 

局 

市
岡　
　

登 

高
22

 

大
澤　

聖
美 

高
44

（高 16）佐藤彰一郎支 部 長

（高 17）宮 川 清 助副支部長

（高 30）桐 生 尊 義事務局長

（高 18）木 下 敏 文副支部長

下久堅支部「暁峯会」

（高 28）小 澤 　 健代 表

令和 5年度  高松賞
をいただきました
今後とも一層母校・地域の
ために尽力いたします。
高校ラグビー県大会決勝
飯伊決戦の実現を！

対象地域に居住の同窓生の皆様、新規登録をお願い致します
・現在の登録会員数は約3,500名
・同窓会誌『稲穂』配布や広報部会から情報発信を致します
★登録は右のQRコードか在京同窓会ホームページから  

令和5年在京飯田高校同窓会定期総会
★4年振りに懇親会実施　大勢の方の参加をお願いします。
　・幹事学年：高38回・高48回　
　・講演会　佐藤 健氏　飯田市長 「飯田の今とこれから」
　　　　　　萩原 豊氏　TBSテレビ解説・専門記者室長 「世界の現場から」
　・開催日：2023年 11月 11日（土）　場所：アルカディア市ヶ谷
★まだ間に合う参加申込➡事務局：zaikyoiida.jimukyoku@gmail.com

創業55年を迎え、業務拡大のため
設計スタッフを募集します

【業務内容】 図面作成や積算、工事監理など建築設計全般に関わる業務です

白 子 経 明所　長

（高 22）顧　問 白 子 和 夫

（高 39）デザイン室 白 子 暁 子

（高26）山 内 　 寛
〒395-0244 長野県飯田市山本 1151番地 1
TEL：0265-48-0241　FAX：0265-48-0395
e-mail：hiroshi.y.1012@icloud.com

HP：https://www.office-yamauchihiroshi.com/

リニアの街　飯田の行政書士

行政書士 山内寛事務所
行政書士・宅地建物取引士

（高 19）新 井 雄 三支 部 長

（高 21）平 田 雅 則副支部長

（高 44）山 崎    学 幹 事 長

（高 23）福 沢 茂 雄副支部長

飯田高校同窓会 伊賀良支部

URL http://www.e-isc.co.jp

飯田市鼎西鼎 618-1
TEL 0265-24-7727

代表取締役

（高 18）

〒395-0013　飯田市小伝馬町 1-33〒395-0013　飯田市小伝馬町 1-33
TEL：0265-22-5401TEL：0265-22-5401
E-mail： LEQ03011@nifty.comE-mail： LEQ03011@nifty.com白子建築設計事務所白子建築設計事務所白子建築設計事務所 〒395-0013　飯田市小伝馬町 1-33
TEL：0265-22-5401
E-mail： LEQ03011@nifty.com

同窓会総会当番
高 27回　実行委員会

令和６年度
同窓会定期総会開催

令和６年６月８日㈯
シルクホテルにて

（高59）原 　 史 織弁護士（高24）原 　 正 治弁護士

長野県弁護士会

（高61）原 　 愛 実弁護士
〒395－0084  飯田市鈴加町 2丁目 16 番地 1
TEL 0265－52－2416　FAX 0265－52－5333

原 正 治 法 律 事 務 所

編
集
委
員

会
員
訃
報

編
集
を
終
え
て

編
集
を
終
え
て

編
集
を
終
え
て

教育振興基金賛助金

118,450 円

飯田高校教育振興基金

正 門 整 備 基 金

飯田高校教育振興基金振込口座名
◎ゆうちょ銀行
　名義「飯田高校教育振興基金」
　口座番号00500-4-33149
　他金融機関からの振込口座名義飯田高校教育
振興基金店番059　当座口座番号0033149
を入れてください。

◎八十二銀行上郷支店
　名義「飯田高校教育振興基金管理運営委員会」
　口座番号　普通　117302

◎飯田信用金庫上郷支店
　名義「飯田高校教育振興基金管理運営委員会」
　口座番号　普通　3617183

高 34 回還暦の集い……110,450 円
鈴木英夫氏　高 32 回

（令和 5 年 4 月 1 日～令和 5 年 9 月 30 日）

◎正門整備基金振込口座名
　八十二銀行上郷支店
　名義「長野県飯田高等学校同窓会正門整備基金」
　口座番号　普通　206360

令和 5 年 4 月 1 日～令和 5 年 9 月 30 日

収支報告はありません。

令和 5 年度上期支援金
高松塾補助
進路指導補助

……………… 300,000 円
…………… 100,000 円

　

こ
の
夏
は「
4
年
ぶ
り

に
」と
い
う
言
葉
が
何
回

も
聞
か
れ
、
よ
う
や
く
帰

省
す
る
家
族
に
も
心
か
ら

「
お
帰
り
な
さ
い
」と
言
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

徐
々
に
以
前
の
日
常
が
戻

り
つ
つ
あ
る
こ
と
に
安
堵

し
て
い
ま
す
。 （
宇
佐
美
）

46 
田
中　

東
伍 

5
・
4
・
2

46 
山
口　
　

肇 

4
・
4
・
10

47 

石
田　
　

敬 

4
・
5
・
28

47 

坂
下　

幸
彦 
4
・
12
・
15

47 

村
澤　

久
男 
4
・
12
・
12

48 

近　
　
　

阜 
5
・
7
・
3

48 

松
村　
　

敦 

5
・
3
・
19

48 

村
瀬　

勈
雄 

5
・
4
・
8

〔
高
回
生
〕

3 

小
澤　

武
男 

5
・
8
・
28

3 

高
坂　

克
彦 

5
・
3
・
16

3 

竹
村　

正
夫 

5
・
1
・
8

3 

松
村　

英
夫 

5
・
3
・
17

4 

芦
部　

秀
三 

4
・
8
・
2

4 

井
阪　

斌
男 

3
・
3
・
24

4 

今
野　

照
男 

5
・
1
・
22

4 

北
原　

通
正 

5
・
3
・
5

4 

久
保
田
英
文 

4
・
1
・
15

4 

原　
　

牧
夫 

4
・
12
・
17

4 

三
浦　

賢
司 

5
・
3
・
10

4 

宮
内　

鎮
司 

4
・
11
・
16

5 

市
瀬　

咲
男 

5
・
4
・
20

5 

田
中　

徳
治 

4
・
10
・
22

5 

水
野　

金
司 

5
・
3
・
24

6 

井
上　

彰
久 

4
・
1
・
8

6 

久
保　

秋
雄 

5
・
6
・
13

6 

毛
涯　

卓
郎 

4
・
12
・
26

6 

小
泉　

堅
一 

5
・
1
・
12

6 

佐
々
木
順
三 

5
・
7
・
9

6 

関
島　

昭
光 

5
・
4
・
25

6 

俣
野　

信
成 

5
・
4
・
19

6 

諸
岡　

俊
光 

5
・
2
・
5

7 

久
保
田
竹
悌 

5
・
5
・
22

7 

清
水　

卓
夫 

5
・
1
・
20

7 

下
岡
雄
次
郎 

5
・
5
・
13

7 

宮
下　

千
鶴 

5
・
2
・
28

7 

安
井　

正
成 

5
・
3
・
17

8 

小
倉　

一
夫 

4
・
12
・
19

8 

下
井
平
八
郎 

5
・
7
・
24

8 

武
田　

明
彦 

5
・
4
・
15

8 

本
田　

卓
司 

5
・
1
・
17

9 

石
川　

捷
敏 

5
・
5
・
15

9 

今
村　

宗
三 

2
・
11
・
6

9 
片
桐　

義
通 

5
・
2
・
17

9 
富
永　

幸
溢 

4
・
12
・
3

9 
松
澤　

光
彦 

5
・
3
・
12

10 

片
桐　

陽
市 

3
・
12
・
12

10 

竹
村　
　

武 

5
・
7
・
29

10 

矢
澤　

滋
弘 
4
・
3
・
1

11 

鎌
倉　

史
子 
5
・
7
・
16

11 

知
久　

勝
尚 
5
・
4
・
1

11 

中
村　

広
司 

5
・
3
・
25

11 

増
田　

郁
夫 

5
・
6
・
19

11 

桃
澤　

正
史 

5
・
6
・
23

12 

岡
島　

保
人 

5
・
7
・
5

12 

佐
藤　

清
司 

5
・
4
・
17

12 

塩
入　

佳
孝 

5
・
8
・
2

12 

下
原　

洋
一 

4
・
8
・
2

12 

堀
口　
　

紘 

4
・
2
・
28

13 

今
村　
　

健 

5
・
4
・
10

13 

中
山　
　

卓 

4
・
6
・
20

14 

金
田
一
輝
昌 

2
・
1
・
23

14 

小
林　

洋
一 

4
・
11
・
3

14 

福
島　

正
美 

5
・
4
・
8

15 

木
下　

龍
亮 

5
・
4
・
15

15 

坂
槇　

宏
人 

3
・
12
・
23

16 

岩
崎　

順
臣 

4
・
4
・
7

16 

三
石　

世
紀 

5
・
7
・
30

17 

今
村　

智
司 

5
・
9
・
5

17 

代
田　
　

隆 

4
・
9
・
13

17 

中
島　

裕
文 

5
・
3
・
20

18 

小
澤　

修
助 

5
・
3
・
23

18 

田
中　

瑞
穂 

5
・
2
・
6

19 

井
原　

一
実 

4
・
6
・
24

19 

片
桐　

康
隆 

5
・
8
・
17

19 

浜
崎　

文
俊 

4
・
9
・
9

19 

原
田　

豊
通 

3
・
10
・
5

19 

平
沢　
　

清 

5
・
8
・
20

19 

松
村　

正
行 

5
・
3
・
13

21 

飯
島　

俊
德 

5
・
8
・
30

21 

三
石　
　

眞 

4
・
12
・
12

23 

坂
牧　
　

修 

4
・
5
・
15

23 

福
澤　
　

勝 

5
・
4
・
6

27 

赤
羽　

兼
幸 

5
・
4
・
22

37 

夏
目　

奈
美 

5
・
2
・
20

44 

下
沢　

栄
子 

4
・
3
・
25

63
岡
庭　

優
奈 

Ｈ
27
・
5
・
26

　

令
和
５
年
度
の
学
年
幹

事
懇
談
会
を
、
７
月
15
日

上
郷
公
民
館
で
開
催
し
ま

し
た
。財
務
・
総
務
委
員
会

の
共
催
事
業
で
、
高
37
回

生
か
ら
高
41
回
生
ま
で
の

学
年
幹
事
14
名
の
方
に
ご

出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

同
窓
会
活
動
に
つ
い
て
役

員
・
事
務
局
か
ら
説
明
の

後
、
質
疑
応
答
や
意
見
交

換
を
行
い
、
と
て
も
有
意

義
な
懇
談
会
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
そ
の
後
の
懇

親
会
も
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

　

学
年
幹
事
懇
談
会
の
開

　

大
会
は
吉
川
文
雄
さ
ん

が
5
戦
全
勝
で
実
力
を
見

せ
つ
け
優
勝
し
ま
し
た
。

　
　

市
岡　
　

登（
高
22
）

　

令
和
2
年
1
月
の
総
会

並
び
に
大
会
以
来
、
4
年

目
の
本
年
7
月
に
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

高
齢
化
で
役
員
改
選
が

行
わ
れ
、
会
長
に
吉
川
文

雄
さ
ん（
高
20
）、
事
務
局

長
に
吉
川
秋
利
さ
ん（
高

18
）が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

だ
き
、
同
窓
会
の
活
性
化

を
図
る
こ
と
で
す
。

　

学
年
幹
事
懇
談
会
を
起

点
に
、
楽
し
い
同
窓
会
に

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

総
務
委
員
長

　
　

古
田　
　

学（
高
23
） 　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
広
告

ス
ペ
ー
ス
を
設
け
ま
す
。

ネ
ッ
ト
の
特
性
を
活
か

し
、
応
募
い
た
だ
い
た
方

へ
の
リ
ン
ク
を
設
け
ま

す
。
詳
細
は
同
窓
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

Ｈ
Ｐ
運
営
委
員
長

　
　

高
田　

光
浩（
高
18
）

催
趣
旨

は
、
同
窓

会
活
動
へ

の
理
解
を

深
め
、
同

窓
会
事
業

へ
の
ご
協

力
を
い
た

同
好
会
だ
よ
り

赤
石
囲
碁
同
好
会

熱心に説明を聞く参加者

烏鷺の戦い、いざ！

〔
中
回
生
〕

38 

岡
庭　

敏
彦 

3
・
9
・
8

40 

木
下　

諒
三 

5
・
8
・
14

41 

荒
尾　
　

憲 

3
・
1
・
29

41 

清
水
甲
子
男 

5
・
4
・
7

42 

三
石　
　

尊 

5
・
6
・
15

44 

牧
内　

裕
久 

5
・
6
・
20

45 

丸
山　

哲
郎 

5
・
7
・
8

46 

伊
藤　
　

忍 

5
・
8
・
28

46 

加
納　

信
雄 

5
・
4
・
4

46 

小
池　

將
浩 

4
・
12
・
2

46 

関
島　

範
夫 

2
・
7
・
5

Ｈ
Ｐ
広
告
募
集

学
年
幹
事
懇
談
会
開
催

このページはどなたでも応募できる同窓生交流の場です。奮ってご参加を！
（１マス白黒10,000円、カラー 15,000円）


